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京都大学原子炉（KUR）の黒鉛熱中性子設備（CN1 ポート）を用いて原子炉雑音測定を、4 段階の異なる

出力臨界状態に対して実施した。実験結果を Feynman-α/ バンチング法で解析した結果、KURの原子炉核雑

音の可能性がある結果が得られた。 
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1. 緒言 

高出力炉の雑音解析は、1960 年代から 1970 年代にかけて世界的に多くの研究者が取り組んだ研究対象で

あり、我が国においても斎藤、須田、森島、山田らの優れた研究があるが、当時の炉雑音解析研究は、原子

炉の異常診断や出力安定性診断のための技術開発を主たる目的としており、炉物理特性量の測定を目的とし

た炉雑音解析は僅かであった。本発表では前回及び前々回の発表[1]に引き続き、京都大学原子炉 KUR 中性子

計装系における KUR 炉心の核雑音測定可能性の調査を行ったので、その結果を報告する。 

2. 実験条件及び結果 

 測定は、京都大学原子炉 KUR の黒鉛熱中性子設備（CN1 ポート）において 2019 年 11 月 7 日に実施した。

原子炉からの漏洩中性子は 3He 計数管により検出し、波高信号は時間記録器（HSMCA4106LC / ANSeeN Inc.）

により記録した。測定は 4 段階の異なる出力の臨界状態（20W, 100W, 300W, 1kW）に対して実施した。 

測定結果に対して Feynman-α解析（バンチング法）

を行った結果、20W～300W の出力においては有意

な結果が得られなかったが、1kW 出力においては図

1 に示すように、原子炉雑音と思われる結果が得ら

れた。 

3. 結論 

京都大学原子炉 KUR 黒鉛熱中性子設備（CN1 ポ

ート）における KUR 炉心の核雑音測定可能性の調

査を行った結果、Feynman-α/バンチング法により、

原子炉雑音測定の可能性がある結果が得られた。詳

細については当日報告する予定である。 

 

図 1  1kW出力運転時の Feynman-α解析結果 
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